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(57)【要約】
　ビデオプロセッサ３は、被検体内に挿入される挿入部
を備えた内視鏡２により、該被検体内の前方領域から取
得された前方画像に対して第１の強調処理を施す前方画
像強調処理部と、前記内視鏡により、前記前方領域に対
して側方に位置する側方領域から取得された側方画像に
対して第２の強調処理を施す側方画像強調処理部と、を
備えた画像処理部２３と、前方画像強調処理部による強
調処理の強調レベル及び側方画像強調処理部による強調
処理の強調レベルを個別に設定する制御部２１と、を備
える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に挿入される挿入部を備えた内視鏡により、該被検体内の前方領域から取得さ
れた前方画像に対して第１の強調処理を施す前方画像強調処理部と、前記内視鏡により、
前記前方領域に対して側方に位置する側方領域から取得された側方画像に対して第２の強
調処理を施す側方画像強調処理部と、を備えた画像処理部と、
　前記前方画像強調処理部による強調処理の強調レベル及び前記側方画像強調処理部によ
る強調処理の強調レベルを個別に設定する制御部と、
　を備える内視鏡用画像処理装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記第１の画像強調処理と前記第２の画像強調処理を、前記内視鏡によ
る検査における観察シーンに応じて変化させる請求項１に記載の内視鏡用画像処理装置。
【請求項３】
　前記観察シーンは、前記挿入部を抜去しながら観察を行うシーンであるスクリーニング
シーンと、前記前方画像の拡大観察を行う拡大シーンと、前記前方画像に捉えられた被検
体に対して処置を行う処置シーンとを含む、請求項２に記載の内視鏡用画像処理装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記観察シーンがスクリーニングシーンであるときに、前記側方画像に
対する強調量が前記前方画像に対する強調量よりも相対的に大きくなるように、前記前方
画像強調処理部による強調レベル及び前記側方画像強調処理部による強調レベルを設定す
る、請求項３に記載の内視鏡用画像処理装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記観察シーンが前記拡大シーン或いは前記処置シーンであるときに、
前記前方画像に対する強調量が前記側方画像に対する強調量よりも相対的に大きくなるよ
うに、前記前方画像強調処理部による強調レベル及び前記側方画像強調処理部による強調
レベルを設定する、請求項３に記載の内視鏡用画像処理装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記観察シーンが前記拡大シーンであるときの前記前方画像に対する強
調量よりも前記観察シーンが前記処置シーンであるときの前記前方画像に対する強調量が
相対的に小さくなるように、前記前方画像強調処理部による強調レベルを設定する、請求
項５に記載の内視鏡用画像処理装置。
【請求項７】
　前記画像処理部は、前記前方画像強調処理部を通過した前記前方画像及び前記側方画像
強調処理部を通過した前記側方画像に、前記観察シーンを表す情報を付加して表示装置に
出力する請求項２に記載の内視鏡用画像処理装置。
【請求項８】
　前記画像処理部は、前記前方画像強調処理部を通過した前記前方画像及び前記側方画像
強調処理部を通過した前記側方画像に、前記第１の強調処理の強調レベルと前記第２の強
調処理の強調レベルを表す情報を付加して表示装置に出力する、請求項１に記載の内視鏡
用画像処理装置。
【請求項９】
　前記制御部は、前記前方画像を複数の領域に分割した分割領域ごとに個別に前記第１の
強調処理部による強調レベルを設定可能であると共に、前記側方画像を複数の領域に分割
した分割領域ごとに個別に前記第２の画像強調処理部による強調レベルを設定可能である
、請求項１に記載の内視鏡用画像処理装置。
【請求項１０】
　請求項１に記載の内視鏡用画像処理装置と、
　前記前方領域の光学像を結像する前方観察光学系と、前記側方領域の光学像を結像する
側方観察光学系と、前記前方領域の光学像及び前記側方領域の光学像を撮像する撮像素子
と、からなる内視鏡システムであって、
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　前記内視鏡用画像処理装置は、
　前記撮像素子から出力される撮像信号から、前記前方画像と前記側方画像とを分離する
分離部を備え、
　前記分離部により分離された前記前方画像が前記前方画像強調処理部に入力され、前記
側方画像が前記側方画像強調処理部に入力される内視鏡システム。
【請求項１１】
　前記第１の画像強調処理及び前記第２の画像強調処理は、画像の明暗若しくは色調の変
化率をより強調する構造強調、画像の明暗若しくは色調変化のある部分を太く強調する輪
郭強調、及び、画像の色彩を強調する色彩強調のうちの少なくとも１つであることを特徴
とする請求項１０に記載の内視鏡システム。
【請求項１２】
　前記第２の画像内における前記第２の強調レベルは、前記第１の画像から離れるにつれ
て前記画像強調が強くなるように、設定されていることを特徴とする請求項１０に記載の
内視鏡システム。
【請求項１３】
　前記前方領域及び前記側方領域に対して照明光を出射する光源をさらに備える請求項１
０の内視鏡システム。
【請求項１４】
　請求項１に記載の内視鏡用画像処理装置と、
　前記前方領域の光学像を結像する前方観察光学系と、前記側方領域の光学像を結像する
側方観察光学系と、前記前方領域の光学像を撮像して前記前方画像を生成する第１の撮像
素子と、前記第１の撮像素子とは別体に形成され、前記側方領域の光学像を撮像して前記
側方画像を生成する第２の撮像素子と、を備える内視鏡と、からなる内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用画像処理装置及び内視鏡システムに関し、特に、２つ以上の視野画
像を同時に観察することが可能な内視鏡用画像処理装置及び内視鏡システムに関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　被検体の内部の被写体を撮像する内視鏡、及び内視鏡により撮像された被写体の観察画
像を生成する画像処理装置等を具備する内視鏡システムが、医療分野及び工業分野等にお
いて広く用いられている。内視鏡システムのユーザ、例えば術者は、内視鏡の挿入部を被
検体内に挿入して、被検体内の観察、処置などを行うことができる。
【０００３】
　また、内視鏡システムには、検査中の観察シーン、目的、あるいは術者の好み等に応じ
て、観察画像全体に画像強調をかける機能が設けられている。画像強調処理は、観察画像
中の血管を見易くする、病変部の構造を観察し易くする、等々の目的のために用いられ、
画像強調には、構造強調、色彩強調などがある。例えば、日本特開２０１１－１３９７３
２号公報には、コントラストが強調された観察画像を表示する内視鏡装置が提案されてい
る。
【０００４】
　術者は、画像強調機能を有する内視鏡システムにおいて、システムに予め設定されてい
る画像強調のための複数の設定値の中から、目的にあった設定値を選択することができる
。内視鏡システムは、観察画像に対して、選択された設定値に基づく画像強調処理を行い
、術者は、目的にあった画像強調された観察画像を見て、内視鏡検査を行うことができる
。
【０００５】
　例えば、術者は、処置をする前に血管の位置を確認するときには高い強調レベルで画像
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強調処理を実行させ、観察画像を記録するときはノイズが増加しないように低い強調レベ
ルで画像強調処理を実行させることができる。
【０００６】
　また、内視鏡システムには、病変部の見落とし防止等のために、広い視野で被検体を観
察可能なシステム、例えば前方視野画像と側方視野画像等の２つ以上の視野を有する広角
内視鏡システムがある。このような広角内視鏡システムにおいても、表示される全ての視
野画像に対して画像強調を施す機能が設けられている。
【０００７】
　広角内視鏡システムを利用した内視鏡検査の場合、前方視野と側方視野の役割が互いに
異なる。例えば、側方視野画像は、術者が病変部の発見のために用いられるが、術者は、
病変部の精査を行うときには前方視野画像を用いて行う。
【０００８】
　しかし、従来の広角内視鏡システムでは、このような役割の異なる複数の視野画像に対
して、１種類の画像強調処理しか設定できないため、一つの視野画像のみに適した画像強
調処理を施すと、他の視野画像が見づらくなったり、他の視野画像が所期の役割を果たせ
なくなったりするという問題がある。
【０００９】
　その場合、１つの視野画像のみに適した設定による画像強調処理を行うのではなく、全
ての視野画像に対して支障ができないような設定値で画像強調処理を施すという選択をす
ることもできるが、却って各視野画像がその役割を十分に発揮できなくなってしまう場合
がある。
【００１０】
　そこで、本発明は、互いに役割の異なる複数の視野画像に対して、それぞれの役割に合
致した画像強調処理を施すことができる内視鏡用画像処理装置及び内視鏡システムを提供
することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一態様の内視鏡用画像処理装置は、被検体内に挿入される挿入部を備えた内視
鏡により、該被検体内の前方領域から取得された前方画像に対して第１の強調処理を施す
前方画像強調処理部と、前記内視鏡により、前記前方領域に対して側方に位置する側方領
域から取得された側方画像に対して第２の強調処理を施す側方画像強調処理部と、を備え
た画像処理部と、前記前方画像強調処理部による強調処理の強調レベル及び前記側方画像
強調処理部による強調処理の強調レベルを個別に設定する制御部と、を備える。
【００１２】
　本発明の一態様の内視鏡システムは、本発明の内視鏡用画像処理装置と、前記前方領域
の光学像を結像する前方観察光学系と、前記側方領域の光学像を結像する側方観察光学系
と、前記前方領域の光学像及び前記側方領域の光学像を撮像する撮像素子と、からなる内
視鏡システムであって、前記内視鏡用画像処理装置は、前記撮像素子から出力される撮像
信号から、前記前方画像と前記側方画像とを分離する分離部を備え、前記分離部により分
離された前記前方画像が前記前方画像強調処理部に入力され、前記側方画像が前記側方画
像強調処理部に入力される。
【００１３】
　本発明の一態様の内視鏡システムは、本発明の内視鏡用画像処理装置と、前記前方領域
の光学像を結像する前方観察光学系と、前記側方領域の光学像を結像する側方観察光学系
と、前記前方領域の光学像を撮像して前記前方画像を生成する第１の撮像素子と、前記第
１の撮像素子とは別体に形成され、前記側方領域の光学像を撮像して前記側方画像を生成
する第２の撮像素子と、を備える内視鏡と、からなる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
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【図１】本発明の第１の実施の形態に関わる内視鏡システムの構成を示す構成図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態に関わる、内視鏡の挿入部の先端部の構成を示す斜視
図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態に関わる、内視鏡の挿入部の先端部の構成を示す正面
図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態に関わる、挿入部６の軸方向に沿った先端部６ａの断
面図である。
【図５】本発明の第１の実施の形態に関わる、内視鏡システムのビデオプロセッサによる
画像処理により、表示装置としてのモニタに表示される観察画像の一例を示す図である。
【図６】本発明の第１の実施の形態に関わる、画像処理部２３で実行される画像強調処理
のブロック図である。
【図７】本発明の第１の実施の形態に関わる、観察シーンに応じた、画像強調処理パラメ
ータの設定値の変化を示す図である。
【図８】本発明の第１の実施の形態に関わる、内視鏡検査中に表示される表示画面の表示
例を示す図である。
【図９】本発明の第１の実施の形態の変形例１に関わる、前方視野画像FV及び側方視野画
像SVの各々を、複数の領域に分割した観察画像の例を示す図である。
【図１０】本発明の第１の実施の形態の変形例２に関わる、前方視野画像FV及び側方視野
画像SVの各々における各画素の位置に応じて変化する強調レベルの設定を説明するための
図である。
【図１１】本発明の第１の実施の形態の変形例４に関わる、検査中に表示される表示画面
５ａの表示例を示す図である。
【図１２】本発明の第１の実施の形態の変形例４に関わる、検査中に表示される表示画面
５ａの他の表示例を示す図である。
【図１３】本発明の第２の実施の形態に関わる内視鏡システムの構成を示すブロック図で
ある。
【図１４】本発明の第２の実施の形態に関わる内視鏡２Aの先端部６ａの構成を示す模式
的断面図である。
【図１５】本発明の第２の実施の形態に関わる、画像処理部２３Aで実行される画像強調
処理のブロック図である。
【図１６】本発明の第２の実施の形態に関わる、モニタ５の表示画面５ａに表示される観
察画像の一例を示す図である。
【図１７】本発明の第２の実施の形態に関わる、観察シーンに応じた、強調処理パラメー
タの設定値の変化を示す図である。
【図１８】本発明の第２の実施の形態に関わる、内視鏡検査中に表示される表示画面の表
示例を示す図である。
【図１９】本発明の第２の実施の形態の変形例５に関わる、前方視野画像FV及び２つの側
方視野画像SVの各々を、複数の領域に分割した観察画像の例を示す図である。
【図２０】本発明の第２の実施の形態の変形例６に関わる、前方視野画像FV及び２つの側
方視野画像SVの各々における各画素の位置に応じて変化する強調レベルを説明するための
図である。
【図２１】本発明の第２の実施の形態の変形例９に関わる、側方観察用のユニットが取り
付けられた挿入部６の先端部６ａの斜視図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００１６】
（第１の実施の形態）
（構成）
　図１は、本実施の形態に関わる内視鏡システムの構成を示す構成図である。図２は、内
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視鏡の挿入部の先端部の構成を示す斜視図である。図３は、内視鏡の挿入部の先端部の構
成を示す正面図である。図４は、挿入部６の軸方向に沿った先端部６ａの断面図である。
図５は、内視鏡システムのビデオプロセッサによる画像処理により、表示装置としてのモ
ニタに表示される観察画像の一例を示す図である。
【００１７】
　内視鏡システム１は、内視鏡２と、ビデオプロセッサであるプロセッサ３と、光源装置
４とを含んで構成されている。プロセッサ３には、表示装置であるモニタ５が接続されて
いる。内視鏡２は、観察対象物（被写体）を撮像して撮像信号を出力する。プロセッサ３
は、撮像信号に応じた映像信号を生成及び出力する。光源装置４は、観察対象物を照明す
るための照明光を供給する。モニタ５は、映像信号に応じた内視鏡画像である観察画像を
表示する。
【００１８】
　内視鏡２は、可撓性を有し、被検体の内部に挿入される挿入部６と、挿入部６の基端に
接続された操作部（図示せず）とを有する。内視鏡２は、ユニバーサルコード２ａにより
、プロセッサ３と光源装置４とに接続されている。
【００１９】
　被検体の内部に挿入される挿入部６は、最も先端側に設けられた硬質の先端部６ａと、
先端部６ａの後端に設けられた湾曲自在の湾曲部６ｂと、湾曲部６ｂの後端に設けられた
長尺かつ可撓性を有する可撓管部６ｃと、を有して構成されている。
【００２０】
　挿入部６の先端部６ａには、前方視野用の２つの前方照明窓７と１つの前方観察窓８と
、側方視野用の２つの側方照明窓９と１つの側方観察窓１０が設けられている。
【００２１】
　また、照明用に、光ファイバ束からなるライトガイド１１が用いられている。ライトガ
イド１１の基端部には、２つの前方照明窓７及び２つの側方照明窓９用の照明光が入射さ
れる。ライトガイド１１の先端部は、４つに分かれて、各窓から照明光が出射されるよう
に、それぞれが２つの前方照明窓７及び２つの側方照明窓９の後ろ側に配置される。
【００２２】
　また、可撓性を有する挿入部６の先端部６ａの基端側には湾曲部６ｂが設けられている
。湾曲部６ｂは、上下左右方向に湾曲可能なように複数の湾曲駒が連設された機構、画像
取得部の光軸方向を変更できるように所定の軸周りに回動可能ないわゆる首振り機構、な
どの湾曲機構（図示せず）を内蔵している。
【００２３】
　図示しない操作部には、湾曲操作部としての湾曲ノブが設けられており、湾曲ノブを操
作することにより、湾曲機構と接続された複数の湾曲ワイヤが牽引あるいは弛緩され、ユ
ーザは、湾曲部６ｂを所望の方向、例えば上下左右方向へ湾曲させることができる。
【００２４】
　本実施形態の内視鏡２は、複数の視野画像を表示させることで１８０度以上の視野を観
察可能な広角内視鏡であり、体腔内、特に大腸内において、襞の裏や臓器の境界等、前方
の観察だけでは見難い場所の病変を見落とすことを防ぐことを実現する。
【００２５】
　図２に示すように、挿入部６の先端部６ａには、先端部６ａの先端面の中央から上方寄
りに偏心した位置から突出して設けられた、円柱形状の円筒部１２が形成されている。　
　円筒部１２の先端部には、前方視野及び側方視野の両方の観察のための後述する対物光
学系が設けられている。前方観察窓８は、円筒部１２の先端部内の対物光学系の前方に相
当する箇所に配置されている。側方観察窓１０は、円筒部１２の先端部内の対物光学系の
側視方向に相当する箇所に配置されている。
【００２６】
　さらに、円筒部１２の先端面及び円筒部１２の基端部近傍には、前方を照明するための
光を出射する前方照明窓７が設けられている。円筒部１２の基端部には、側方を照明する
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ための光を出射する２つの側方照明部９が設けられている。画像取得部である側方観察窓
１０は、画像取得部である前方観察窓８よりも、円筒部１２の基端部寄りに配置されてい
る。
【００２７】
　図４は、側方照明窓９と、前方照明窓７と、前方観察窓８と、側方観察窓１０の断面が
分かるように切られた先端部６ａの断面を示している。　
　前方照明窓７の後ろ側には、ライトガイド１１の一部の先端面が配設されている。前方
観察窓８は、先端硬性部材３１の先端面に設けられている。前方観察窓８の後ろ側には、
対物光学系３２が配設されている。
【００２８】
　対物光学系３２の後ろ側には、撮像ユニット３３が配設されている。なお、先端硬性部
材３１の先端部には、カバー３１ａが取り付けられている。また、挿入部６には、外皮３
１ｂが被せられている。
【００２９】
　よって、前方用照明光は前方照明窓７から出射され、被検体内の観察部位である被写体
からの反射光は、前方観察窓８に入射する。　
　先端硬性部材３１の側面には、２つの側方照明窓９が配設されており、各側方照明窓９
の後ろには、反射面が曲面のミラー３４を介して、ライトガイド１１の一部の先端面が配
設されている。
【００３０】
　よって、２つの前方照明窓７と２つの側方照明窓９は、被検体の内部において、第１の
領域としての前方を含む領域に第１の照明光を、かつ第１の領域とは異なる第２の領域と
しての側方を含む領域に第２の照明光を出射する照明光出射部を構成する。
【００３１】
　先端硬性部材３１の側面には、側方観察窓１０が配設されており、側方観察窓１０の後
ろ側に、対物光学系３２が配設されている。よって、対物光学系３２は、前方観察窓８を
通った前方からの反射光と、側方観察窓１０を通った側方からの反射光を撮像ユニット３
３へ向けるように構成されている。図４では、対物光学系３２は、２つの光学部材３５と
３６を有する。光学部材３５は、凸面３５ａを有するレンズであり、光学部材３６は、光
学部材３５の凸面３５ａからの光を、光学部材３５を介して撮像ユニット３３へ向けて反
射させる反射面３６ａを有する。
【００３２】
　対物光学系３２の結像位置には、前方観察窓８の視野内の観察対象物の画像が円形の前
方視野画像として中心部に形成され、かつ、側方観察窓１０の視野内の観察対象物の画像
が円環形状の側方視野画像として前方視野画像の外周部に形成されるように、撮像ユニッ
ト３３の撮像素子３３ａの撮像面が配置されている。
【００３３】
　すなわち、前方観察窓８は、挿入部６の先端部６ａの先端面に設けられ、挿入部前方を
含む領域である第１の領域から第１の画像（第１の被写体像、第１の被検体像）を取得す
る第１の画像取得部（第１の被写体像取得部、第１の被検体像取得部）を構成し、側方観
察窓１０は、挿入部６の先端部６ａの先端面に設けられ、第１の領域とは異なる側方を含
む領域である第２の領域から第２の画像（第２の被写体像、第２の被検体像）を取得する
第２の画像取得部（第２の被写体像取得部、第２の被検体像取得部）を構成する。
【００３４】
　より具体的には、第１の画像は、挿入部６の長手方向に略平行な挿入部６の挿入部前方
を含む第１の方向の被写体像（第１の方向の被検体像）であり、第２の画像は、挿入部６
の長手方向に略直交する挿入部６の側方を含む第２の方向の被写体像（第２の方向の被検
体像）である。
【００３５】
　第１の領域とは異なる第２の領域とは、その領域における光軸が異なる方向を向いてい
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ることを指し、第１の被写体像と第２の被写体像との一部が重なっていても重なっていな
くてもよく、さらに、第１の照明光の照射範囲と第２の照明光の照射範囲が一部において
重なっていても重なっていなくても良い。
【００３６】
　そして、画像取得部である前方観察窓８は、挿入部６の先端部６ａに、挿入部６が挿入
される方向に向けて配置され、画像取得部である側方観察窓１０は、挿入部６の側面部に
、挿入部６の外径方向に向けて配置されている。撮像部である撮像ユニット３３は、前方
観察窓８からの被写体像と側方観察窓１０からの被写体像とを、同じ撮像面で光電変換す
るように、配置され、プロセッサ３に電気的に接続されている。
【００３７】
　すなわち、前方観察窓８は、挿入部６の先端部６ａの先端面に、挿入部６が挿入される
方向から第１の被写体像を取得するように、配置される前方画像取得部（前方被写体像取
得部、前方被検体像取得部）であり、側方観察窓１０は、第２の方向から第２の被写体像
を取得するように、挿入部６の先端部６ａの周方向に沿って配置される側方画像取得部（
側方被写体像取得部、側方被検体像取得部）である。そして、プロセッサ３と電気的に接
続されている撮像ユニット３３は、１つの撮像素子３３ａを含み、第１の被写体像と第２
の被写体像を１つの撮像面において受光して光電変換し、撮像信号をプロセッサ３へ供給
する。
【００３８】
　よって、前方用照明光は前方照明窓７から出射し、被写体からの反射光は、前方観察窓
８を通って撮像ユニット３３へ入射すると共に、側方用照明光は２つの側方照明窓９から
出射し、被写体からの反射光は、側方観察窓１０を通って撮像ユニット３３へ入射する。
撮像ユニット３３の撮像素子３３ａは、被写体の光学像を光電変換して、撮像信号をプロ
セッサ３へ出力する。
【００３９】
　以上のように、内視鏡２は、前方領域の光学像を結像する前方観察光学系と、側方領域
の光学像を結像する側方観察光学系と、前方領域の光学像及び側方領域の光学像を撮像す
る撮像素子と、を有する。
【００４０】
　図５は、モニタ５に表示される内視鏡画像である観察画像の例を示す。モニタ５の表示
画面５ａ上に表示される内視鏡画像である観察画像４１は、略矩形の画像であり、２つの
領域４２と４３を有する。中央部の円形の領域４２は、前方視野画像を表示する領域であ
り、中央部の領域４２の周囲のＣ字状の領域４３は、側方視野画像を表示する領域である
。
【００４１】
　すなわち、前方視野画像は、前方照明窓７を介して得られた画像であり、略円形状にな
るようにモニタ５の表示画面５ａ上に表示され、側方視野画像は、側方照明窓１０を介し
て得られた画像であり、前方視野画像の周囲の少なくとも一部を囲む略円環状になるよう
に表示画面５ａ上に表示される。よって、側方視野画像が円形の前方視野画像を囲むよう
に円環状に形成されて前方視野画像に対して隣り合わせて配置されて、前方視野画像及び
側方視野画像が、表示装置であるモニタ５に表示される。モニタ５には、広角の内視鏡画
像が表示される。
【００４２】
　図５に示す観察画像は、撮像素子３３ａ（図４）により取得された取得画像から生成さ
れる。観察画像４１は、先端部６ａ内に設けられた対物光学系により、撮像素子３３ａの
撮像面に投影された被写体像を光電変換して、黒く塗りつぶされたマスク領域４４を除く
、領域４２に対応する中央の前方視野の画像の部分と、領域４３に対応する側方視野の画
像の部分とを合成して生成される。
【００４３】
　図２に戻り、先端部６ａの先端面には、円筒部１２に隣接する位置に配置された図示し
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ない処置具チャンネルに連通するとともに、処置具チャンネルに挿通された処置具の先端
部を突出させることが可能な先端開口部３７が設けられている。
【００４４】
　また、挿入部６の先端部６ａは、先端部６ａの先端面から突出するように設けられた支
持部３８を有し、この支持部３８は円筒部１２の下部側に隣接して位置する。　
　支持部３８は、先端部６ａの先端面から突出させるように配置された各突出部材を支持
または保持可能に構成されている。具体的には、支持部３８は、前述の各突出部材として
の、前方観察窓８を洗浄するための気体または液体を射出する前方観察窓用ノズル部３９
と、前方方向を照明するための光を出射する前方照明窓７と、側方観察窓１３を洗浄する
ための気体または液体を射出する側方観察窓用ノズル部４０と、をそれぞれ支持または保
持可能に構成されている。
【００４５】
　一方、支持部３８は、本来の観察対象物とは異なる物体である前述の各突出部材が側方
視野内に現れることにより、各突出部材のいずれかを含むような側方視野画像を取得して
しまわないようにするための、光学的な遮蔽部材である遮蔽部３８ａを有して形成されて
いる。すなわち、遮蔽部３８ａを支持部３８に設けることにより、前方観察窓用ノズル部
３９、前方照明窓７、及び、側方観察窓用ノズル部４０がいずれも含まれないような側視
視野画像を得ることができる。　
　側方観察窓用ノズル部４０は、図２及び図３に示すように、支持部３８の２箇所に設け
られているとともに、支持部３８の側面から先端が突出するように配置されている。
【００４６】
　図１に戻り、プロセッサ３は、制御部２１と、画像生成部２２と、画像処理部２３と、
撮像ユニット駆動部２４と、設定入力部２５と、画像記録部２６とを有する内視鏡用画像
処理装置である。　
　制御部２１は、中央処理装置（CPU）と、ROM、RAM等を含み、内視鏡システム全体の制
御を行う。ROMには、各種機能に応じた複数のプログラムが格納されている。
【００４７】
　画像生成部２２は、制御部２１の制御の下、撮像ユニット３３からの撮像信号に基づき
得られた画像からモニタ５に表示する内視鏡画像である観察画像の表示信号を生成する。
【００４８】
　特に、画像生成部２２は、制御部２１の制御の下、撮像ユニット３３から出力される撮
像信号に基づいて得られた観察画像の生成などを行う。前方視野画像と側方視野画像は、
撮像素子３３ａにより得られた観察画像から切り出して生成される。
【００４９】
　すなわち、画像生成部２２は、内視鏡２の挿入部６の長手方向に略平行な挿入部前方の
被写体の第１の領域、及び挿入部６の長手方向に交わる挿入部側方の被写体の第２の領域
のそれぞれから得られる第１の画像と第２の画像とを生成する。
【００５０】
　画像処理部２３は、観察画像の表示信号に対して、後述する強調処理を実行する。　
　撮像ユニット駆動部２４は、図示しない信号線により撮像ユニット３３と接続されてい
る。撮像ユニット駆動部２４は、制御部２１の制御の下、撮像ユニット３３を駆動する。
駆動された撮像ユニット３３は、撮像信号を生成して、画像生成部２２へ供給する。
【００５１】
　設定入力部２５は、キーボード、ボタン、マウス、タッチパッドなどの各種操作器を含
み、内視鏡システム１の各種機能に関わる設定、動作指示などを、ユーザがプロセッサ３
に入力するための入力装置である。なお、設定入力部２５は、ダイヤル、ノブなどの連続
的に値を変更できるアナログ操作器を有していてもよい。
【００５２】
　制御部２１は、設定入力部２５において入力された設定情報及び動作指示情報を、画像
処理部２３等の各処理部へ設定及び入力する。設定情報は、後述する強調処理のためのパ
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ラメータを含み、パラメータの入力あるいは設定は、設定入力部２５において行われる。
【００５３】
　画像記録部２６は、制御部２１の制御の下、画像生成部２２及び画像処理部２３におい
て生成された観察画像を記録する記録部であり、ハードディスク装置などの不揮発性メモ
リを有する。　
　画像記録部２６が記録する観察画像は、設定により選択あるいは指定することができる
。ユーザは、例えば、画像生成部２２で生成された観察画像を記録するか、画像処理部２
３で強調処理された観察画像を記録するか、等の指定をすることができる。ユーザは、設
定入力部２５から、画像記録部２６の記録する観察画像を指定することができる。すなわ
ち、画像記録部２６は、画像強調処理が施された前方視野画像と、画像強調処理が施され
た側方視野画像とを含む画像を記録可能である。
【００５４】
　光源装置４は、白色光を出射するランプを内蔵し、ライトガイド１１の基端に照明光を
入射し、かつ制御部２１の制御の下、その照明光のオンオフ及び光量を制御する光源装置
である。制御部２１は、光源装置４を制御することにより、観察画像の露光制御を行う。
【００５５】
（画像処理部の画像強調処理の構成）
　図６は、画像処理部２３で実行される画像強調処理のブロック図である。
【００５６】
　画像処理部２３は、画像強調処理を含む各種画像処理を実行する。図６は、画像処理部
２３における画像強調処理に関する処理ブロックのみを示す。画像処理部２３は、視野分
割部５１と、前方視野画像強調処理部５２と、側方視野画像強調処理部５３と、画像合成
部５４を有する。
【００５７】
　上述したように、画像生成部２２は、制御部２１の制御の下、内視鏡画像である観察画
像の表示信号を生成し、その生成した表示信号を、画像処理部２３に供給する。　
　画像生成部２２からの表示信号は、視野分割部５１に入力されて、表示信号中の、上述
した領域４２の画像、すなわち前方視野画像FVの画像信号と、上述した領域４３の画像、
すなわち側方視野画像SVの画像信号とに分割される。
【００５８】
　視野分割部５１は、表示信号を分割して抽出された前方視野画像FVの画像信号を前方視
野画像強調処理部５２へ出力し、表示信号を分割して抽出された側方視野画像SVの画像信
号を側方視野画像強調処理部５３へ出力する。視野分割部５１は、撮像素子から出力され
る撮像信号から、前方画像と側方画像とを分離する分離部を構成する。
【００５９】
　前方視野画像強調処理部５２及び側方視野画像強調処理部５３は、それぞれ前方視野画
像FVと側方視野画像SVに対して、予め設定された画像強調処理を実行する。前方視野画像
強調処理部５２及び側方視野画像強調処理部５３は、共に、複数の画像強調処理が実行可
能であり、指定された画像強調処理を実行する。複数の画像強調処理は、構造強調、輪郭
強調、及び色彩強調などを含む。構造強調処理とは、画像の明暗若しくは色調の変化率を
より強調する処理である。輪郭強調処理とは、画像の明暗若しくは色調変化のある部分を
太く強調する処理である。色彩強調処理は、画像の色彩を強調する処理である。
【００６０】
　ユーザは、前方視野画像強調処理部５２及び側方視野画像強調処理部５３の各画像強調
処理のためのパラメータを、設定入力部２５から入力して設定したり、設定されたパラメ
ータの値を変更したりすることができるようになっている。ユーザは、前方視野画像強調
処理部５２及び側方視野画像強調処理部５３に個別にパラメータを設定でき、前方視野画
像強調処理部５２及び側方視野画像強調処理部５３では、設定されたパラメータ、例えば
強調レベルに基づいて各画像強調処理が実行される。
【００６１】
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　パラメータには、観察シーン毎の強調処理の種類、及び観察シーン毎の各画像強調処理
のための強調レベルが含まれる。すなわち、前方視野画像FVと側方視野画像SVの各々につ
いて、観察シーン毎に用いられる画像強調処理（例えば構造強調、輪郭強調、及び色彩強
調等のいずれか）の種類情報と、シーン毎に用いられる強調処理の強調レベルのレベル情
報が、パラメータに含まれる。よって、画像処理部２３は、前方視野画像FVに対する画像
強調処理と、側方視野画像SVに対する画像強調処理とを、内視鏡２による検査における観
察シーンに応じて変化させることができる。そして、前方視野画像FVに対する画像強調処
理と側方視野画像SVに対する画像強調処理とは、観察シーン毎に、画像強調処理の種類が
互いに異なっていてもよい。
【００６２】
　なお、使用される画像強調処理が一種類しかない場合は、パラメータには、シーン毎に
用いられる画像強調処理の強調レベルのみが含まれる。　
　また、前方視野画像強調処理部５２及び側方視野画像強調処理部５３のそれぞれにおけ
る画像強調処理は、制御部２１からの制御信号に基づいて実行される。
【００６３】
　前方視野画像強調処理部５２及び側方視野画像強調処理部５３のそれぞれにおいて画像
強調処理された前方視野画像FVの画像信号と側方視野画像SVの画像信号は、画像合成部５
４へ供給される。
【００６４】
　以上のように、画像処理部２３は、前方視野画像FVに対して施す画像強調処理の強調レ
ベルと、前方視野画像FVに対して隣り合わせて配置される側方視野画像SVに対して施す画
像強調処理の強調レベルとを個別に調整して、前方視野画像FVに対する画像強調処理及び
側方視野画像SVに対する画像強調処理を行う。　
　画像合成部５４は、画像強調処理された前方視野画像FVと側方視野画像SVを合成して表
示信号を生成して、モニタ５に出力する。
【００６５】
　制御部２１は、術者により指定された観察シーンに応じて、前方視野画像強調処理部５
２及び側方視野画像強調処理部５３に対して、観察シーンに応じた画像強調処理を実行す
る制御信号を供給する。術者は、設定入力部２５の所定のボタンなどを操作して、観察シ
ーンを指定することができる。　
　よって、モニタ５には、観察シーンに応じて、前方視野画像FVと側方視野画像SVに対し
て個別に画像強調処理が施された観察画像が表示される。
【００６６】
　なお、上述した例では、表示信号を分割して抽出された前方視野画像FVと側方視野画像
SVのそれぞれについて、別個に強調処理が施されているが、表示信号を分割しないで１つ
の観察画像の表示信号中の領域毎に、設定された画像強調処理を行うようにしてもよい。
例えば、表示信号中の領域４２に属する画素には、前方視野画像FVについて設定された強
調処理を施し、表示信号中の領域４３に属する画素には、側方視野画像SVについて設定さ
れた強調処理を施すようにしてもよい。この場合は、画像合成部５４は、不要となる。
【００６７】
（作用）
　次に、具体的な観察シーンに応じた強調処理について説明する。
【００６８】
　図７は、観察シーンに応じた、画像強調処理パラメータの設定値の変化を示す図である
。横軸は、時間経過を示す。図７に示す前方視野画像FVと側方視野画像SVのそれぞれにつ
いてのシーン毎の画像強調処理の強調レベルのパラメータが、前方視野画像強調処理部５
２及び側方視野画像強調処理部５３に予め記憶されている。図７の上段の観察画像４１内
の各領域中の括弧内の数字は、後述する設定された強調レベルを示している。
【００６９】
　なお、ここでは、設定された１つの画像強調処理が、前方視野画像FVと側方視野画像SV
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のそれぞれに対して行われ、強調レベルがパラメータとして設定されている例を説明する
が、観察シーン毎に、実行される画像強調処理の種類が異なるときは、シーン毎の強調処
理の種類と、強調処理の強調レベルが、パラメータとして設定される。
【００７０】
　なお、ここでは、強調レベルは、画像強調の度合いが最も低い「１」から最も高い「５
」が設定可能な例で説明するが、強調レベルには、画像強調処理を行わない「０」を含ん
でもよい。
【００７１】
　はじめに、例えば大腸などの管腔内に内視鏡２の挿入部６を挿入して検査を行う場合、
術者は、挿入部６を管腔の最も遠いところまで挿入するため、観察シーンは挿入時のシー
ンである。
【００７２】
　術者は、上述したように、観察シーン指定部としての設定入力部２５における所定のボ
タンなどを押下することにより、現在の観察シーンの指定を行うことができる。よって、
術者は、「挿入」の観察シーンを選択する。図７は、時刻t0で「挿入」の観察シーンが術
者により指定されたことを示している。
【００７３】
　図７に示すように、観察シーンが「挿入」のときは、画像強調の強調レベルとして、前
方視野画像FVと側方視野画像SVの両方に、同じ「１」が設定される。これは、挿入部６の
挿入時に管腔の奥の暗部のノイズが目立つと、術者のストレスに繋がるため、前方視野画
像FVの画像強調を弱くするように、前方視野画像の画像強調の強調レベルは低く設定され
る。
【００７４】
　また、挿入部６の挿入時は、管腔の屈曲部等における湾曲方向は側方視野画像SVにより
判定されることもあるため、前方視野画像FVと同様に、前方視野画像FVの画像強調の強調
レベルは低く設定される。
【００７５】
　次に、挿入部６が管腔の最も遠いところまで挿入されると、術者は、挿入部６を抜去し
ながら管腔壁を見つつ病変の有無を発見するためのスクリーニングを行うため、術者は、
観察シーンを「抜去しながらスクリーニング」の観察シーンすなわちスクリーニングシー
ンに変更し、観察シーンは、抜去しながらスクリーニング時のシーンとなる。図７は、時
刻t1で「抜去しながらスクリーニング」の観察シーンが術者により指定されたことを示し
ている。
【００７６】
　観察シーンが「抜去しながらスクリーニング」のときは、画像強調の強調レベルとして
、前方視野画像FVには「３」が、側方視野画像SVには「５」が設定される。これは、スク
リーニング時は、病変部の発見に側方視野画像SVが用いられるため、病変部の見落とし防
止のために、側方視野画像FVの画像強調を強くするように、側方視野画像FVの画像強調の
強調レベルは高く設定される。
【００７７】
　また、画像中のノイズが目立つと、術者のストレスに繋がるため、術者の疲労を低減す
るために画像強調をあまり強くしないが、抜去しながらスクリーニング時は、強調が弱す
ぎると側方視野画像SVで発見した病変部が視認し難くなるため、ある程度の強調は必要と
なるので、前方視野画像FVの画像強調の強調レベルは中程度に設定される。
【００７８】
　以上のように、観察シーンが「抜去しながらスクリーニング」のときは、側方視野画像
SVの強調レベルは、前方視野画像FVの画像強調処理よりも側方視野画像SVの画像強調処理
の画像強調が強くなるように、前方視野画像FVの強調レベルよりも高い。すなわち、観察
シーンがスクリーニングシーンであるときに、側方画像に対する強調量が前方画像に対す
る強調量よりも相対的に大きくなるように、前方画像強調処理部による強調レベル及び側
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方画像強調処理部による強調レベルが制御部２１により個別に設定される。
【００７９】
　「抜去しながらスクリーニング」中に病変部が発見されると、術者は、病変部を拡大し
て観察するため、術者は、「拡大観察」の観察シーンすなわち拡大シーンを選択し、観察
シーンは、拡大観察のシーンとなる。図７は、時刻t2で「拡大観察」の観察シーンが術者
により指定されたことを示している。
【００８０】
　観察シーンが「拡大観察」のときは、画像強調の強調レベルとして、前方視野画像FVに
は「５」が、側方視野画像SVには「１」が設定される。これは、術者は、前方視野画像FV
を用いて病変部の拡大観察を行うため、側方視野画像FVの強調を弱くして側方視野画像SV
のノイズを低減させるように、側方視野画像の画像強調の強調レベルは低く設定される。
【００８１】
　また、拡大観察時は、前方視野画像FVに、画像中のノイズが多くなっても、術者は、血
管の構造をしっかりと認識して診断を行いたいため、前方視野画像FVの強調処理の強調レ
ベルは高く設定される。
【００８２】
　拡大観察の結果、術者は、病変部に処置を施したい場合がある。その場合、術者は、観
察シーンを「処置」の観察シーンすなわち処置シーンに変更し、観察シーンは、処置のシ
ーンとなる。図７は、時刻t3で「処置」の観察シーンが術者により指定されたことを示し
ている。
【００８３】
　観察シーンが「処置」のときは、画像強調の強調レベルとして、前方視野画像FVには「
２」が、側方視野画像SVには「１」が設定される。これは、処置も、主に前方視野画像FV
を用いて行うため、側方視野画像SVのノイズを低減させるために、側方視野画像FVの強調
を弱くするように、側方視野画像の強調処理の強調レベルは低く設定される。
【００８４】
　また、処置時は、血管の構造までは認識できなくても、病変部の大きさのみが認識でき
ればよいので、画像中のノイズを低減させるために、前方視野画像FVの強調処理の強調レ
ベルは、拡大観察及びスクリーニングのときよりも低くに設定される。
【００８５】
　以上のように、制御部２１は、観察シーンが拡大シーン或いは処置シーンであるときに
、前方画像に対する強調量が側方画像に対する強調量よりも相対的に大きくなるように、
前方画像強調処理部による強調レベル及び側方画像強調処理部による強調レベルを設定す
る。
【００８６】
　そして、制御部２１は、観察シーンが拡大シーンであるときの前方画像に対する強調量
よりも観察シーンが処置シーンであるときの前方画像に対する強調量が相対的に小さくな
るように、前方画像強調処理部による強調レベルを設定する。
【００８７】
　処置後、さらに、術者は、挿入部６を抜去しながら管腔壁を見ながら病変の有無を発見
するためのスクリーニングを行うため、術者は、「抜去しながらスクリーニング」の観察
シーンを選択し、観察シーンは、抜去しながらスクリーニング時のシーンとなる。図７は
、時刻t4で「抜去しながらスクリーニング」の観察シーンが術者により指定されたことを
示している。
【００８８】
　このときの、前方視野画像FVと側方視野画像SVのそれぞれに対する強調レベルがパラメ
ータとして設定される強調レベルは、上述した「抜去しながらスクリーニング」の観察シ
ーンにおける値と同じである。図７は、時刻t5で「抜去しながらスクリーニング」の観察
シーンが終了したことを示している。
【００８９】
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　図８は、内視鏡検査中に表示される表示画面の表示例を示す図である。　
　図８に示すように、画像処理部２３は、画像強調を施した前方視野画像FVと側方視野画
像SVを含む観察画像４１をモニタ５の表示画面５ａに表示すると共に、観察シーンの情報
と、観察画像４１中の各領域４２，４３の強調レベルの情報とを表示する情報表示部を生
成して表示する。
【００９０】
　具体的には、表示画面５ａ中に、現在の観察シーンが何であるかを示すシーン情報表示
部６１と、観察画像４１中の各領域４２，４３の強調レベルを示すレベル情報表示部６２
とが、表示される。すなわち、観察シーンを表す情報が、前方画像強調処理部を通過した
前方画像及び側方画像強調処理部を通過した側方画像に付加されて、表示装置であるモニ
タ５に出力される。図８では、シーン情報表示部６１には、観察シーンとして、「スクリ
ーニング」の文字が表示され、術者は、プロセッサ３が現在の観察シーンが「抜去しなが
らスクリーニング」のシーンであることを確認することができる。
【００９１】
　また、レベル情報表示部６２には、観察画像４１の形を模式化した図形と共に、前方視
野画像の領域４２に対応する図形の領域に「３」の数字が、側方視野画像SVの領域４３に
対応する図形の領域に「５」の数字が、表示され、術者は、前方視野画像FVの領域４２の
強調レベルが「３」に設定され、側方視野画像の領域４３の強調レベルが「５」に設定さ
れて、強調処理が行われている観察画像４１が表示されていることを、認識することがで
きる。すなわち、前方画像強調処理部を通過した前方画像及び側方画像強調処理部を通過
した側方画像に、それぞれの強調処理の強調レベルを表す情報が付加されて表示装置であ
るモニタ５に出力される。
【００９２】
　さらに、これらの表示された強調レベルが「抜去しながらスクリーニング」の観察シー
ンとして設定されていることも、術者は、認識することができる。　
　特に、レベル情報表示部６２には、観察画像４１中の各領域４２，４３の強調レベルが
表示されるので、観察シーンが変わったときに、術者は、各領域４２，４３の強調レベル
を確認することができる。
【００９３】
　以上のように、画像処理部２３は、前方視野画像FVと側方視野画像SVを表示する表示装
置であるモニタ５に、前方視野画像FVの強調レベルと側方視野画像SVの強調レベルを表示
するレベル情報表示部と、内視鏡２による検査における観察シーンを表示するシーン情報
表示部を表示する。
【００９４】
　なお、検査結果としての観察画像４１を記録する場合、画像記録部２６は、観察画像４
１の元データすなわち画像強調されていない観察画像の画像データと、画像強調された観
察画像の画像データの両方をハードディスク装置などの不揮発性メモリに記憶してもよい
が、画像強調されていない観察画像４１の元データと共に、記録される観察画像４１の各
領域４２，４３のパラメータ（画像強調処理の種類及び強調レベル）のデータを、観察画
像４１の生データと時間的に関係付けてハードディスク装置などの不揮発性メモリに記憶
するようにしてもよい。
【００９５】
　その場合、記録された観察画像４１を再生するときに、画像強調のパラメータに基づい
て、記録された観察画像４１の元の画像データから、記録時の画像強調された観察画像４
１を生成して、モニタ５に再生して表示させることができる。
【００９６】
　以上のように、上述した実施の形態によれば、観察シーン毎に互いに役割の異なる複数
の視野画像に対して、それぞれの役割に合致した画像強調処理を施すことができる内視鏡
システムを提供することができる。
【００９７】
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　次に、変形例について説明する。
【００９８】
（変形例１）
　上述した実施の形態では、前方視野画像FV及び側方視野画像SVの各々に対して１つの強
調レベルの設定がされているが、前方視野画像FV及び側方視野画像SVの一方あるいは両方
を、複数の領域に分割して、分割された領域毎に強調レベルを設定するようにしてもよい
。
【００９９】
　図９は、変形例１に関わる、前方視野画像FV及び側方視野画像SVの各々を、複数の領域
に分割した観察画像の例を示す図である。　
　図９において二点鎖線で示すように、前方視野画像FVの領域４２は、中央の円形の領域
４２ａと、領域４２ａの周囲の円環状の領域４２ｂの２つの領域に分割される。さらに、
側方視野画像SVの領域４３は、中央側の円環状の領域４３aと、領域４３aの周囲の円環状
の領域４３bの２つの領域に分割されている。上述した視野分割部５１又は前方視野画像
強調処理部５２及び側方視野画像強調処理部５３において、前方視野画像FV及び側方視野
画像SVが共に、複数の、ここでは２つの領域に分割される。
【０１００】
　分割された領域毎の、各シーンに応じた強調パラメータが、設定入力部２５から入力さ
れて、前方視野画像強調処理部５２と側方視野画像強調処理部５３に設定されて記憶され
る。よって、前方視野画像FVの強調レベル及び側方視野画像SVの強調レベルの少なくとも
１つは、前方視野画像FV及び側方視野画像SVの各領域内において異なっている。
【０１０１】
　制御部２１は、シーンが選択あるいは指定されると、指定された観察シーンのシーン情
報を前方視野画像強調処理部５２及び側方視野画像強調処理部５３に供給し、前方視野画
像強調処理部５２及び側方視野画像強調処理部５３は、供給されたシーン情報に基づいて
選択した、観察シーンに応じたパラメータを用いて、それぞれ各領域の画像強調処理を実
行する。
【０１０２】
　図９では、括弧内に数字で示したように、前方視野画像FVの領域４２中の中央の領域４
２ａは最も低い強調レベルの値（図９では「１」）に設定され、前方視野画像FVの領域４
２中の周辺の領域４２ｂは中程度の強調レベル（図９では「３」）に設定されている。
【０１０３】
　側方視野画像SVにおいては、前方視野画像FVに近い領域４３aには、中程度の強調レベ
ルの値（図９では「３」）に設定されている。側方視野画像SVにおいては、前方視野画像
FVから離れた領域４３bには、高い強調レベルの値（図９では「５」）に設定されている
。すなわち、側方視野画像SV内における各強調レベルは、前方視野画像FVから離れるにつ
れて画像強調が強くなるように、設定されている。そして、側方視野画像SV内における強
調レベルは、前方視野画像FVからの最も離れた位置において最も高い。
【０１０４】
　また、図９に示すように、隣り合う２つの画像において近接する２つの領域は、強調レ
ベルが同じ値に設定される。これは、例えば、病変部などが側方視野画像SVから前方視野
画像FV内へ移動したとき、病変部の見た目が変わらないようにするためである。
【０１０５】
　また、広角内視鏡においては、視野角が広いと管腔の奥側からしか見えない領域、例え
ば腸壁の襞の裏も観察可能であり、側方視野画像SVのうち、前方視野画像FVから最も遠い
領域を最も高い強調レベルに設定すると、襞の裏などの病変部を最も高い強調レベルで画
像強調して表示できるので、病変部の見落としを防止することができる。　
　すなわち、円環状の側方視野画像SVの外周部の強調レベルを最も高くすることにより、
襞裏などの病変部の発見が容易となる。
【０１０６】
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　なお、図９では、前方視野画像FVの領域４２及び側方視野画像SVの領域４３の各々が２
つの領域に分割されているが、３つ以上の領域に分割してもよい。
【０１０７】
（変形例２）
　変形例２として、前方視野画像FV及び側方視野画像SVの一方あるいは両方を、各画素の
位置に応じて、強調レベルを設定するようにしてもよい。
【０１０８】
　図１０は、前方視野画像FV及び側方視野画像SVの各々における各画素の位置に応じて変
化する強調レベルの設定を説明するための図である。　
　図１０に示すように、前方視野画像FVの領域４２の各画素は、円形の中心Cからの距離
に応じた強調レベルが設定される。例えば、一点鎖線で示す矢印AR1で示す方向に沿って
、中心Cから周辺部に向かって、強調レベルが徐々に大きくなるように、前方視野画像FV
の領域４２の各画素についての強調レベルが設定される。また、前方視野画像FVから離れ
るにつれて側方視野画像SVの画像強調を強くするために、二点鎖線で示す矢印AR2で示す
方向に沿って、領域４３の円環の内周部から外周部に向かって、強調レベルが徐々に大き
くなるように、側方視野画像SVの領域４３の各画素についての強調レベルが設定される。
すなわち、側方視野画像SVの強調レベルは、前方視野画像FVからの距離に応じて、連続的
に異なっている。そして、側方視野画像SV内における強調レベルは、前方視野画像FVから
の最も離れた位置において最も高い。
【０１０９】
　特に、前方視野画像FVの外周部の強調レベルと側方視野画像SVの内周部の強調レベルを
一致あるいは略一致させることにより、前方視野画像FVと側方視野画像SVの強調レベルが
連続的に変化して、前方視野画像FVと側方視野画像SVを見たときの違和感をなくすことが
できる。
【０１１０】
　なお、図１０では、前方視野画像FV及び側方視野画像SVの両方において、各画素の位置
に応じて、強調レベルが設定されているが、例えば、前方視野画像FVには、全体に一つの
強調レベルを設定し、側方視野画像SVのみに、内周部からから周辺部に向かって、強調レ
ベルが徐々に大きくなるように、強調レベルを設定するようにしてもよい。
【０１１１】
（変形例３）
　上述した実施の形態及び各変形例１，２では、各領域の強調レベルの設定は、観察シー
ン毎に予め設定されているが、予め設定された強調レベルを、観察中に変更できるように
してもよい。
【０１１２】
　例えば、図８あるいは図９のような表示画面５ａがモニタ５に表示されているときに、
所望の領域を指定すると、指定された領域の強調レベルを術者が所望のレベルに変更する
ことができるようにしてもよい。強調レベルを変更する領域の指定、及び強調レベルの変
更は、設定入力部２５における、マウスなどを用いて行うことができる。例えば、術者が
、前方視野画像FVの領域４２をマウスなどで指定し、キーボードで値を入力すると、領域
４２の強調レベルだけが変更され、側方視野画像SVの領域４３の強調レベルが変更されな
い。
【０１１３】
　予め設定された強調レベルを観察中に変更できると、術者は、より多くの情報から、病
変部の状態の判定などを行うことができる。
【０１１４】
（変形例４）
　上述した実施の形態では、予め設定された領域が強調処理されるが、各領域内の所望の
領域のみを強調処理するようにしてもよい。
【０１１５】
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　図１１は、変形例４に関わる、検査中に表示される表示画面５ａの表示例を示す図であ
る。例えば、図１１において、二点鎖線で示す枠６３をユーザの指示の下で表示させ、ユ
ーザが枠６３を設定入力部２５からの指示に応じて、矢印で示すように任意の方向に移動
可能とする。そして、その枠６３内の領域だけ、画像強調処理を施した画像を表示し、枠
６３以外の領域は、画像強調処理を施さない画像を表示するようにしてもよい。
【０１１６】
　画像強調処理される領域を任意に指定できるので、術者は、所望の領域のみをより詳細
に観察して、病変部の発見、あるいは病変部の状態の判定などを行うことができる。
【０１１７】
　なお、各領域を予め複数の領域に分け、ユーザの指示に応じて、分割された複数の領域
の中から画像強調処理を施す領域を変更できるようにしてもよい。
【０１１８】
　図１２は、変形例４に関わる、検査中に表示される表示画面５ａの他の表示例を示す図
である。例えば、図１２において、前方視野画像FVは、予め４つの領域６４ａ、６４ｂ、
６４ｃ、６４ｄに分割されており、側方視野画像SVも、予め４つの領域６５ａ、６５ｂ、
６５ｃ、６５ｄに分割されている。ユーザが、設定入力部２５のマウスなどを用いて、画
像強調処理する領域４２，４３のいずれかの選択をし、かつ、設定入力部２５の所定のボ
タンなどを用いて、領域６４ａ、６４ｂ、６４ｃ、６４ｄあるいは領域６５ａ、６５ｂ、
６５ｃ、６５ｄのいずれかを選択して指定すると、指定された領域のみが画像強調処理さ
れた画像を表示する。
【０１１９】
　図１２では、太い枠で、選択されている領域が示されており、強調処理する領域６４ａ
と６５ｂが選択されていることが、術者にわかるようになっている。領域６４ａと６５ｂ
以外の領域は、強調処理を施さない画像が表示される。
【０１２０】
　図１２のような画面表示によっても、術者は、所望の領域のみをより詳細に観察して、
病変部の発見、あるいは病変部の状態の判定などを行うことができる。　
　以上のように、上述した第１の実施の形態及び各変形例１～４によれば、役割の異なる
複数の視野画像に対して、それぞれの役割に合致した画像強調処理を施すことができる内
視鏡システムを提供することができる。
【０１２１】
（第２の実施の形態）
　第１の実施の形態の内視鏡システム１は、前方視野画像と、前方視野画像を囲むように
配置された側方視野画像とを１つの撮像素子で得る内視鏡２を用いているが、第２の実施
の形態の内視鏡システム１Aは、前方視野画像と側方視野画像を、別々の撮像素子で得る
内視鏡２Aを用いている。
【０１２２】
　なお、第２の実施の形態の内視鏡システム１Aの構成において、第１の実施の形態で説
明した内視鏡システム１と同じ構成要素については、同じ符号を付し説明は省略する。
【０１２３】
（構成）
　図１３は、本実施の形態に関わる内視鏡システムの構成を示すブロック図である。図１
４は、本実施の形態の内視鏡２Aの先端部６ａの構成を示す模式的断面図である。なお、
図１３では、以下に説明する本実施の形態の機能に関わる構成のみが示されており、他の
機能に関わる構成要素については省略されている。
【０１２４】
　内視鏡システム１Aは、図１３に示すように、内視鏡２Aと、ビデオプロセッサであるプ
ロセッサ３Aと、光源装置４と、モニタ５とを含む。　
　内視鏡２Aにおいて被検体の内部に挿入される挿入部６の先端部６ａの構成から説明す
る。図１４に示すように、内視鏡２Aの円柱状の先端部６ａの先端面の内側には、前方視
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野用の撮像ユニット７１Aが設けられている。内視鏡２Aの先端部６ａの側面の内側には、
側方視野用の２つ撮像ユニット７１B，７１Cが設けられている。３つの撮像ユニット７１
A、７１B、７１Cは、それぞれ、撮像素子７２A、７２B、７２Cを有し、各撮像ユニットに
は、図示しない対物光学系が設けられている。
【０１２５】
　各撮像ユニット７１A、７１B、７１Cは、それぞれ前方観察窓８A、２つの側方観察窓１
０A、１０Bの背面側に配置されている。各撮像ユニット７１A、７１B、７１Cは、それぞ
れに対応して先端部６ａに設けられた複数の照明窓７A，９A，９Bから出射された照明光
により照明された被検体内の観察部位である被写体からの反射光を受光して撮像信号を出
力する。
【０１２６】
　３つの撮像素子７２A、７２B、７２Cからの３つの撮像信号は、それぞれ信号線７３A、
７３B、７３Cを介して画像生成部２２Aに入力される。　
　前方観察窓８Aは、挿入部６の先端部６ａに、挿入部６が挿入される方向に向けて配置
されている。側方観察窓１０Aと１０Bは、挿入部６の側面部に挿入部６の外径方向に向け
て、先端部６ａの周方向に略均等な角度で配置されており、側方観察窓１０Aと１０Bは、
先端部６ａにおいて互いに反対方向を向くように配置されている。
【０１２７】
　撮像ユニット７１A、７１B、７１Cの撮像素子７２A、７２B、７２Cは、プロセッサ３A
と電気的に接続され、プロセッサ３Aにより制御されて、撮像信号をプロセッサ３Aへ出力
する。各撮像ユニット７１A、７１B、７１Cは、被写体像を光電変換する撮像部である。
【０１２８】
　前方観察窓８Aは、挿入部６の先端部６ａの先端面に設けられ、第１の方向である挿入
部６が挿入される方向（前方）を含む第１の領域から第１の被写体像（第１の画像、第１
の被検体像）を取得する、第１の画像取得部（第１の被写体像取得部、第１の被検体像取
得部）を構成する。言い換えれば、前方観察窓８Aは、挿入部６の前方を含む領域の被写
体像を取得する前方画像取得部（前方被写体像取得部、前方被検体像取得部）であり、第
１の被写体像は、前方観察窓８Aを介して得られる、挿入部６の長手方向に略平行な挿入
部前方を含む領域の被写体像（被検体像）である。
【０１２９】
　側方観察窓１０Aと１０Bの各々は、挿入部６の長手方向における先端部６ａに設けられ
、第１の方向とは異なる第２の方向である挿入部６の側方を含む第２の領域から第２の被
写体像（第２の画像、第２の被検体像）を取得する、第２の画像取得部（第２の被写体像
取得部、第２の被検体像取得部）を構成する。言い換えれば、側方観察窓１０A、１０Bは
、挿入部６の長手方向に例えば直角等の角度で交わる方向を含む領域の被写体像を取得す
る側方画像取得部（側方被写体像取得部、側方被検体像取得部）であり、第２の被写体像
は、側方観察窓１０Aと１０Bを介して得られる、挿入部６の長手方向に交わる方向である
挿入部側方を含む領域の２つの被写体像（被検体像）である。
【０１３０】
　以上のように、内視鏡２Aは、前方領域の光学像を結像する前方観察光学系と、側方領
域の光学像を結像する側方観察光学系と、前方領域の光学像を撮像して前方画像を生成す
る撮像素子と、その撮像素子とは別体に形成され、側方領域の光学像を撮像して側方画像
を生成する撮像素子と、を備える。
【０１３１】
　撮像ユニット７１Aは、前方観察窓８Aからの画像を光電変換する撮像部であり、撮像ユ
ニット７１Bと７１Cは、それぞれ側方観察窓１０Aと１０Bからの２つの画像を光電変換す
る撮像部である。すなわち、撮像ユニット７１Aは、前方視野画像を取得するための被写
体像を撮像する撮像部であり、撮像ユニット７１Bと７１Cは、それぞれ側方視野画像を取
得するための被写体像を撮像する撮像部であり、常に表示する主となる第１の視野画像で
ある前方視野画像の画像信号は、撮像ユニット７１Aにおいて得られた画像から生成され
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、必要に応じて表示の態様を変える副となる第２の視野画像である２つの側方視野画像の
画像信号は、撮像ユニット７１Bと７１Cにおいて得られた画像から生成される。
【０１３２】
　図示しないが、各照明窓７A、９A、９Bの後ろ側には、ライトガイド１１の分岐した端
部が配設されている。
【０１３３】
　画像生成部２２Aは、内視鏡２の挿入部６の長手方向に略平行な挿入部前方の被写体の
第１の領域、及び挿入部６の長手方向に交わる挿入部側方の被写体の第２の領域のそれぞ
れから得られる前方視野画像FVと側方視野画像SVとを生成する。
【０１３４】
　具体的には、内視鏡システム１Aのプロセッサ３Aの画像生成部２２Aは、３つの撮像ユ
ニット７１A、７１B、７１Cの３つの撮像素子７２A、７２B、７２Cからの撮像信号を入力
して、各撮像信号から内視鏡画像である観察画像を生成する。すなわち、前方視野画像FV
が撮像素子７２Aの撮像信号から生成され、右側の側方視野画像SVが撮像素子７２Bの撮像
信号から生成され、左側の側方視野画像SVが撮像素子７２Cの撮像信号から生成される。
【０１３５】
　画像処理部２３Aは、画像生成部２２Aからの３つの表示信号を入力して、所定の強調処
理を実行する。第１の実施の形態の画像処理部２３と同様に、画像処理部２３Aは、前方
視野画像FVに対して画像強調処理の強調レベルと、前方視野画像FVに対して隣り合わせて
配置される各側方視野画像SVに対して施す画像強調処理の強調レベルとを個別に調整して
、前方視野画像FVに対する画像強調処理及び各側方視野画像SVに対する画像強調処理を行
う。
【０１３６】
　図１５は、画像処理部２３Aで実行される画像強調処理のブロック図である。　
　画像処理部２３Aは、強調処理を含む各種画像処理を実行する。図１５は、画像処理部
２３Aにおける画像強調処理に関する処理ブロックのみを示す。
【０１３７】
　画像生成部２２Aは、制御部２１の制御の下、３つの観察画像の表示信号を生成し、そ
の生成された３つの表示信号は、画像処理部２３Aに供給される。
　画像生成部２２Aからの３つの表示信号は、対応する画像強調処理部に入力される。前
方視野画像FVの画像信号は、前方視野画像強調処理部８１に入力され、右側の側方視野画
像SVの画像信号は、側方視野画像強調処理部８２に入力され、左側の側方視野画像SVの画
像信号は、側方視野画像強調処理部８３に入力される。
【０１３８】
　前方視野画像強調処理部８１及び側方視野画像強調処理部８２，８３は、それぞれ前方
視野画像FVと右側及び左側の側方視野画像SVに対して、予め設定された画像強調処理を実
行する。本実施の形態においても、前方視野画像強調処理部８１及び側方視野画像強調処
理部８２，８３のいずれも、複数の画像強調処理が実行可能である。複数の画像強調処理
は、構造強調、輪郭強調、及び色彩強調などを含む。
【０１３９】
　ユーザは、前方視野画像強調処理部８１及び２つの側方視野画像強調処理部８２，８３
の各画像強調処理のためのパラメータを、設定入力部２５から設定変更可能となっている
。ユーザにより設定されたパラメータが、前方視野画像強調処理部８１及び側方視野画像
強調処理部８２，８３に設定され、各画像強調処理は、設定されたパラメータデータ、例
えば強調レベルに基づいて実行される。
【０１４０】
　パラメータには、第１の実施の形態と同様に、観察シーン毎の画像強調処理の種類、及
び各画像強調処理のための強調レベルが含まれる。すなわち、前方視野画像FVと２つの側
方視野画像SVの各々について、観察シーン毎に用いられる画像強調処理（例えば構造強調
、輪郭強調、及び色彩強調等のいずれか）の種類情報と、シーン毎に用いられる強調処理
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の強調レベルのレベル情報が、パラメータに含まれる。よって、画像処理部２３は、前方
視野画像FVに対する画像強調処理と、各側方視野画像SVに対する画像強調処理とを、内視
鏡２による検査における観察シーンに応じて変化させることができる。そして、観察シー
ン毎に、前方視野画像FVに対する画像強調処理と、各側方視野画像SVに対する画像強調処
理とを、互いに異ならせることが可能である。
【０１４１】
　なお、使用される画像強調処理が一種類しかない場合は、パラメータには、観察シーン
毎に用いられる画像強調処理の強調レベルのみが含まれる。　
　また、前方視野画像強調処理部８１及び側方視野画像強調処理部８２，８３のそれぞれ
における画像強調処理は、制御部２１からの制御信号に基づいて実行される。
【０１４２】
　前方視野画像強調処理部８１及び２つの側方視野画像強調処理部８２，８３のそれぞれ
において画像強調処理された前方視野画像FVと２つの側方視野画像SVの各画像信号は、画
像合成部８４へ供給される。　
　画像合成部８４は、前方視野画像FVと２つの側方視野画像SVを合成して表示信号を生成
して、モニタ５に出力する。
【０１４３】
　図１６は、モニタ５の表示画面５ａに表示される観察画像の一例を示す図である。図１
６に示すように、前方視野画像FVは、モニタ５の表示画面５ａ中の中央の領域９１Aに表
示されている。右側側方視野画像である第１側方視野画像SVは、モニタ５の表示画面５ａ
中の右側の領域９１Bに表示される。左側側方視野画像である第２側方視野画像SVは、モ
ニタ５の表示画面５ａ中の左側の領域９１Cに表示される。図１６では、ユーザが大腸内
に挿入部を挿入して検査を行っているときの画像が表示され、前方視野画像FVには、管腔
Lが表示されている。前方視野画像FVの両側に、２つの側方視野画像SVが表示されるので
、モニタ５には、広角の内視鏡画像が表示される。
【０１４４】
　すなわち、２つの側方視野画像SVが前方視野画像FVを挟むように前方視野画像FVと側方
視野画像SVが互いに隣り合わせて配置されて、前方視野画像FV及び２つの側方視野画像SV
は、表示装置であるモニタ５に表示される。
【０１４５】
　なお、ここでは、３つの画像が１つのモニタ５の表示画面５ａ中に表示されているが、
各画像を個別のモニタに表示するようにしてもよい。例えば、図１３において、二点鎖線
で示すように、モニタ５に加えて、２つのモニタ５Rと５Lを設け、前方視野画像FVをモニ
タ５に表示させ、右側側方視野画像である第１側方視野画像SVをモニタ５Rに表示させ、
左側側方視野画像である第２側方視野画像SVをモニタ５Lに表示させるようにしてもよい
。この場合は、画像合成部８４は、不要となる。
【０１４６】
（作用）
　次に、本実施の形態における具体的な検査シーンに応じた強調処理について説明する。
【０１４７】
　図１７は、観察シーンに応じた、強調処理パラメータの設定値の変化を示す図である。
横軸は、時間経過を示す。図１７に示す前方視野画像FVと２つの側方視野画像SVのそれぞ
れについてのシーン毎の画像強調処理の強調レベルのパラメータが、前方視野画像強調処
理部８３及び側方視野画像強調処理部８４，８５に予め記憶されている。図１７の上段の
観察画像内の各領域中の括弧内の数字は、後述する設定された強調レベルを示している。
【０１４８】
　なお、ここでも、第１の実施の形態と同様に、強調レベルは、画像強調の度合いが最も
低い「１」から最も高い「５」が設定可能な例で説明するが、強調レベルには、画像強調
処理を行わない「０」を含んでもよい。
【０１４９】
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　図１７は、図７と同じ観察シーンを例として説明するものであり、時刻t10～t11の期間
が、図７における時刻t0～t1の「挿入」の観察シーンの期間に対応し、時刻t11～t12の期
間が、図７における時刻t1～t2の「抜去しながらスクリーニング」の観察シーンの期間に
対応し、時刻t12～t13の期間が、図７における時刻t2～t3の「拡大観察」の観察シーンの
期間に対応し、時刻t13～t14の期間が、図７における時刻t3～t4の「処置」の観察シーン
の期間に対応し、時刻t14～t15の期間が、図７における時刻t4～t5の「抜去しながらスク
リーニング」の観察シーンの期間に対応する。
【０１５０】
　図１８は、内視鏡検査中に表示される表示画面の表示例を示す図である。
　図１８に示すように、画像処理部２３Aは、画像強調を施した前方視野画像FVと２つの
側方視野画像SVを含む画像をモニタ５の表示画面５ａに表示すると共に、観察シーンの情
報と、観察画像中の各領域の強調レベルの情報とを表示する情報表示部を表示する。
【０１５１】
　具体的には、表示画面５ａ中に、現在の観察シーンが何であるかを示すシーン情報表示
部６１Aと、観察画像中の各領域９１A、９１B、９１Cの強調レベルを示すレベル情報表示
部６２Aとが、表示される。図１８では、シーン情報表示部６１Aには、観察シーンとして
、「スクリーニング」の文字が表示され、術者は、プロセッサ３Aが現在の観察シーンが
「抜去しながらスクリーニング」のシーンであることを確認することができる。
【０１５２】
　また、レベル情報表示部６２Aには、３つの観察画像の形状と配置を模式化した図形と
共に、前方視野画像の領域９１Aに対応する図形の領域に「３」の数字が、右側と左側の
側方視野画像の領域９１B、９１Cに対応する図形の領域に「５」の数字が、表示され、術
者は、前方視野画像の領域９１Aの強調レベルが「３」に設定され、側方視野画像の領域
９１B、９１Cの強調レベルが「５」に設定されて、画像強調処理が行われて、観察画像と
しての３つの内視鏡画像が表示されていることを認識することができる。
【０１５３】
　レベル情報表示部６２Aは、第１の実施の形態のレベル情報表示部６２と同様の効果を
与えるものである。　
　以上のように、上述した実施の形態によれば、観察シーン毎に役割の異なる複数の視野
画像に対して、それぞれの役割に合致した画像強調処理を施すことができる内視鏡システ
ムを提供することができる。
【０１５４】
　尚、本実施形態においては、所定の側方視野に含まれた部分を詳しく観察する等、観察
シーンの必要性によっては、例えば右側の側方視野画像の強調レベルを「５」にして左側
の側方視野画像の強調レベルを「３」にするといったように、左右の側方視野画像SVに対
してそれぞれ異なるレベルの画像強調処理を施すことができるようにしてもよい。
【０１５５】
　次に、第２の実施の形態の変形例５～９について説明する。
【０１５６】
（変形例５）
　上述した実施の形態では、前方視野画像FV及び２つの側方視野画像SVの各々に対して１
つの強調レベルの設定がされているが、前方視野画像FV及び２つの側方視野画像SVのいず
れか１つ、いずれか２つあるいは全てを、複数の領域に分割して、分割された領域毎に強
調レベルを設定するようにしてもよい。
【０１５７】
　図１９は、変形例５に関わる、前方視野画像FV及び２つの側方視野画像SVの各々を、複
数の領域に分割した観察画像の例を示す図である。　
　図１９において二点鎖線で示すように、前方視野画像FVの領域９１Aは、中央の領域９
１Aａと、領域９１Aａの両側の領域９１Ab、９１Acの３つの領域に分割されている。また
、右側の側方視野画像SVの領域９１Bは、左側の領域９１Baと、右側の領域９１Bbの２つ



(22) JP WO2017/110459 A1 2017.6.29

10

20

30

40

50

の領域とに分割されている。さらに、左側の側方視野画像SVの領域９１Cは、右側の領域
９１Caと、左側の領域９１Cbの２つの領域とに分割されている。上述した前方視野画像強
調処理部８１及び側方視野画像強調処理部８２、８３において、前方視野画像FV及び２つ
の側方視野画像SVが、複数の、ここでは２つの領域に分割される。
【０１５８】
　分割された領域毎の、各シーンに応じた強調パラメータが、設定入力部２５から入力さ
れて、前方視野画像強調処理部８１及び側方視野画像強調処理部８２，８３に設定される
。よって、前方視野画像FVの強調レベル及び２つの側方視野画像SVの強調レベルの少なく
とも１つは、前方視野画像FV及び２つの側方視野画像SVの各領域内において異なっている
。
【０１５９】
　制御部２１は、シーンが選択あるいは指定されると、指定された観察シーンのシーン情
報を前方視野画像強調処理部８１及び側方視野画像強調処理部８２，８３に供給し、前方
視野画像強調処理部８１及び側方視野画像強調処理部８２，８３には、供給されたシーン
情報に基づいて選択した、観察シーンに応じたパラメータを用いて、それぞれ各領域の画
像強調処理を実行する。
【０１６０】
　図１９では、括弧内に数字で示したように、前方視野画像FVの領域９１A中の中央の領
域９１Aａは最も低い強調レベルの値（図１９では「１」）に設定され、前方視野画像FV
の領域９１Aの左右の周辺の領域９１Ab、９１Acは中程度の強調レベルの値（図１９では
「３」）に設定されている。左右の側方視野画像FVにおいては、前方視野画像FVに近い領
域９１Ba、９１Caには、中程度の強調レベルの値（図１９では「３」）に設定されている
。左右の側方視野画像FVにおいては、前方視野画像FVから離れた領域９１Bb、９１Cbには
、最も高い強調レベルの値（図１９では「５」）に設定されている。
【０１６１】
　図１９に示すように、隣り合う２つの画像において近接する２つの領域（図１９の場合
、領域９１Ab、９１Baと領域９１Ac、９１Ca）は、強調レベルが同じ値に設定される。こ
れは、例えば、病変部などが側方視野画像SVから前方視野画像FV内へ移動したとき、病変
部の見た目が変わらないようにするためである。
【０１６２】
　また、特に、広角内視鏡においては、視野角が広いと管腔の奥側からしか見えない領域
、例えば腸壁の襞裏も観察可能であり、側方視野画像SVのうち、前方視野画像FVから最も
遠い領域（図１９の場合、領域９１Bbと領域９１Cb）を最も高い強調レベルに設定すると
、襞裏などの病変部を最も高い強調レベルで画像強調して表示できるので、病変部の見落
としを防止することができる。
【０１６３】
　すなわち、矩形状の側方視野画像SVにおいて、前方視野画像FVから最も遠い部分（具体
的には、右側の側方視野画像SVの右端部と左側の側方視野画像SVの左端部）の強調レベル
を最も高くすることにより、襞裏などの病変部の発見が容易となる。
【０１６４】
　なお、図１９では、前方視野画像FVの領域９１A及び側方視野画像SVの領域９１B,９１C
がそれぞれ２つ又は３つの領域に分割されているが、それぞれ３つ以上あるいは４つ以上
の領域に分割してもよい。
【０１６５】
（変形例６）
　変形例６として、前方視野画像FV及び２つの側方視野画像SVのいずれか１つ、いずれか
２つあるいは全てを、各画素の位置に応じて、強調レベルを設定するようにしてもよい。
【０１６６】
　図２０は、前方視野画像FV及び２つの側方視野画像SVの各々における各画素の位置に応
じて変化する強調レベルを説明するための図である。　
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　図２０に示すように、前方視野画像FVの領域９１Aの各画素は、矩形の中心からの距離
に応じて強調レベルが設定される。例えば、一点鎖線で示す矢印ARA1及びARA2で示す方向
に沿って、中心から右側周辺部に向かって、強調レベルが徐々に大きくなるように、前方
視野画像FVの領域９１Aの各画素についての強調レベルが設定される。
【０１６７】
　また、二点鎖線で示す矢印ARB及びARCで示す方向に沿って、領域９１B、９１Cの、領域
９１Aに近い側から領域９１Aから遠い側に向かって、強調レベルが徐々に大きくなるよう
に、２つの側方視野画像SVの領域９１B、９１Cの各画素についての強調レベルが設定され
る。
【０１６８】
　前方視野画像FVから離れるにつれて各側方視野画像SVの画像強調を強くするために、二
点鎖線で示す矢印ARB,ARCで示す方向に沿って、強調レベルが徐々に大きくなるように、
各側方視野画像SVの領域９１B、９１Cの各画素についての強調レベルが設定される。すな
わち、各側方視野画像SVの強調レベルは、前方視野画像FVからの距離に応じて、連続的に
異なっている。そして、各側方視野画像SV内における強調レベルは、前方視野画像FVから
の最も離れた位置において最も高い。
【０１６９】
　特に、前方視野画像FVの右側端部の強調レベルと右側の側方視野画像SVの左側端部の強
調レベルを一致あるいは略一致させ、同様に前方視野画像FVの左側端部の強調レベルと左
側の側方視野画像SVの右側端部の強調レベルを一致あるいは略一致させることにより、前
方視野画像FVと側方視野画像SVの強調レベルが連続的に変化して、前方視野画像FVと側方
視野画像SVを見たときの違和感をなくすことができる。
【０１７０】
　なお、図２０では、前方視野画像FV及び２つの側方視野画像SVの両方において、各画素
の位置に応じて、強調レベルが設定されているが、例えば、前方視野画像FVには、全体に
一つの強調レベルを設定し、２つの側方視野画像SVの一つ又は両方に、領域９１Aに近い
側から領域９１Aから遠い側に向かって、強調レベルが徐々に大きくなるように、強調レ
ベルを設定するようにしてもよい。
【０１７１】
（変形例７）
　上述した実施の形態及び各変形例５，６では、各領域の強調レベルの設定は、観察シー
ン毎に予め設定されているが、予め設定された強調レベルを、観察中に変更できるように
してもよい。
【０１７２】
　例えば、図１８あるいは図１９のような表示画面５ａがモニタ５に表示されているとき
に、所望の領域を指定すると、指定された領域の強調レベルを術者が所望のレベルに変更
することができるようにしてもよい。強調レベルを変更する領域の指定、及び強調レベル
の変更は、設定入力部２５における、マウスなどを用いて行うことができる。例えば、術
者が、前方視野画像FVの領域９１Aをマウスなどで指定し、キーボードで値を入力すると
、領域９１Aの強調レベルだけが変更され、側方視野画像SVの領域９１B、９１Cの強調レ
ベルが変更されない。
【０１７３】
　予め設定された強調レベルを観察中に変更できると、術者は、より多くの情報から、病
変部の状態の判定などを行うことができる。
【０１７４】
（変形例８）
　上述した実施の形態では、予め設定された領域が強調処理されるが、各領域内の所望の
領域のみを強調処理するようにしてもよい。
【０１７５】
　図示しないが、例えば第１の実施の形態の変形例４の図１１に示すような所定の枠６３
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をユーザの指示の下で表示させ、ユーザがその枠６３の移動を設定入力部２５から指示す
ると、その指示に応じて、枠６３が移動し、その枠６３内の領域だけ、強調処理を施した
画像を表示し、枠６３以外の領域は、強調処理を施さない画像を表示するようにしてもよ
い。
【０１７６】
　また、各領域の予め複数の領域に分け、ユーザの指示に応じて、複数の領域の中から強
調処理を施す領域を変更できるようにしてもよい。　
　図示しないが、例えば第１の実施の形態の変形例４の図１２に示すように、前方視野画
像FV及び２つの側方視野画像SVを、予め複数の領域に分割し、ユーザが、設定入力部２５
のマウスなどを用いて、強調処理する領域９１A、９１B、９１Cのいずれかの選択をし、
かつ、設定入力部２５の所定のボタンなどを用いて、分割された複数の領域のいずれかを
選択して指定すると、指定された領域のみが強調処理された画像を表示する。
【０１７７】
　変形例８によれば、術者は、所望の領域のみをより詳細に観察して、病変部の発見、あ
るいは病変部の状態の判定などを行うことができる。
【０１７８】
（変形例９）
　上述した第２の実施の形態及び各変形例において、側方を照明及び観察する機能を実現
する機構は、前方を照明及び観察する機能を実現する機構と共に、挿入部６に内蔵されて
いるが、側方を照明及び観察する機能を実現する機構は、挿入部６に対して着脱可能な別
体にしてもよい。
【０１７９】
　図２１は、変形例９に関わる、側方観察用のユニットが取り付けられた挿入部６の先端
部６ａの斜視図である。挿入部６の先端部６ａは、前方視野用ユニット６００を有してい
る。側方視野用ユニット５００は、前方視野用ユニット６００に対してクリップ部５０３
により着脱自在な構成を有している。
【０１８０】
　側方視野用ユニット５００は、左右方向の画像を取得するための２つの観察窓５０１と
、左右方向を照明するための２つの照明窓５０２を有している。　
　プロセッサ３A等は、側方視野用ユニット５００による撮像及び照明の制御を行う。
【０１８１】
　上述した第２の実施の形態及び各変形例５～８は、このような側方観察ユニットが着脱
式の内視鏡システムにおいても適用可能である。　
　以上のように、上述した第２の実施の形態及び各変形例５～９によれば、互いに役割の
異なる複数の視野画像に対して、それぞれの役割に合致した画像強調処理を施すことがで
きる内視鏡システムを提供することができる。
【０１８２】
　なお、上述した各実施の形態及び各変形例は、白色光を用いる内視鏡システムの例であ
るが、狭帯域光観察、蛍光観察などの特殊光を用いた内視鏡検査を行うことができる内視
鏡システムにおいても、上述した各実施の形態及び各変形例は、適用可能である。すなわ
ち、前方視野画像及び側方視野画像は、被写体への白色光の照射により得られた画像でも
よいし、あるいは被写体への白色光以外の光の照射により得られた画像でもよい。
【０１８３】
　特殊光を用いた内視鏡検査の場合、画像が暗くなる場合がある。画像が暗くなると、ノ
イズが発生し易くなる。よって、そのような場合に、上述した各実施の形態及び各変形例
を適用することにより、ノイズの発生を抑えて、病変部の見落としを防止することができ
る。
【０１８４】
　以上のように、上述した各実施の形態及び各変形例によれば、互いに役割の異なる複数
の視野画像に対して、それぞれの役割に合致した画像強調処理を施すことができる内視鏡
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システムを提供することができ、ひいては、内視鏡検査の質も向上にも繋がる。
【０１８５】
　また、視野毎に最適なあるいは術者の好みに合った強調レベルで、内視鏡画像に強調処
理を施すことができるので、病変部の発見率及び発見した病変部に対する診断能も向上す
る。
【０１８６】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【０１８７】
　本出願は、２０１５年１２月２２日に日本国に出願された特願２０１５－２５００３６
号を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求
の範囲に引用されるものとする。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】

【図７】 【図８】

【図９】
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【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】 【図１４】

【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月13日(2017.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の一態様の内視鏡用画像処理装置は、被検体内に挿入される挿入部を備えた内視
鏡により、該被検体内の前方領域から取得された前方画像に対して第１の強調処理を施す
前方画像強調処理部と、前記内視鏡により、前記前方領域に対して側方に位置する側方領
域から取得された側方画像に対して第２の強調処理を施す側方画像強調処理部と、を備え
た画像処理部と、前記内視鏡による検査における、前記挿入部を抜去しながら観察を行う
シーンであるスクリーニングシーンにおいて、前記挿入部を前記被検体内部の奥に挿入す
る挿入シーンに対して前記前方画像又は前記側方画像の強調が変化するように、前記前方
画像強調処理部による前記第１の強調処理の第１の強調レベル及び前記側方画像強調処理
部による前記第２の強調処理の第２の強調レベルを個別に設定する制御部と、を備える。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に挿入される挿入部を備えた内視鏡により、該被検体内の前方領域から取得さ
れた前方画像に対して第１の強調処理を施す前方画像強調処理部と、前記内視鏡により、
前記前方領域に対して側方に位置する側方領域から取得された側方画像に対して第２の強
調処理を施す側方画像強調処理部と、を備えた画像処理部と、
　前記内視鏡による検査における、前記挿入部を抜去しながら観察を行うシーンであるス
クリーニングシーンにおいて、前記挿入部を前記被検体内部の奥に挿入する挿入シーンに
対して前記前方画像又は前記側方画像の強調が変化するように、前記前方画像強調処理部
による前記第１の強調処理の第１の強調レベル及び前記側方画像強調処理部による前記第
２の強調処理の第２の強調レベルを個別に設定する制御部と、
　を備える内視鏡用画像処理装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記内視鏡による検査における観察シーンが前記スクリーニングシーン
であるときに、前記側方画像に対する強調量が前記前方画像に対する強調量よりも相対的
に大きくなるように、前記第１の強調レベル及び前記第２の強調レベルを設定する、請求
項１に記載の内視鏡用画像処理装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記内視鏡による検査における、前記スクリーニングシーンと、前記前
方画像の拡大観察を行う拡大シーンと、前記前方画像に捉えられた前記被検体に対して処
置を行う処置シーンとに応じて変化するように、前記第１の強調レベル及び前記第２の強
調レベルを個別に設定する、請求項１に記載の内視鏡用画像処理装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記内視鏡による検査における観察シーンが前記拡大シーン或いは前記
処置シーンであるときに、前記前方画像に対する強調量が前記側方画像に対する強調量よ
りも相対的に大きくなるように、前記第１の強調レベル及び前記第２の強調レベルを設定
する、請求項３に記載の内視鏡用画像処理装置。
【請求項５】
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　前記制御部は、前記内視鏡による検査における観察シーンが前記拡大シーンであるとき
の前記前方画像に対する強調量よりも前記観察シーンが前記処置シーンであるときの前記
前方画像に対する強調量が相対的に小さくなるように、前記第１の強調レベルを設定する
、請求項３に記載の内視鏡用画像処理装置。
【請求項６】
　前記画像処理部は、前記前方画像強調処理部を通過した前記前方画像及び前記側方画像
強調処理部を通過した前記側方画像に、前記内視鏡による検査における観察シーンを表す
情報を付加して表示装置に出力する請求項１に記載の内視鏡用画像処理装置。
【請求項７】
　前記画像処理部は、前記前方画像強調処理部を通過した前記前方画像及び前記側方画像
強調処理部を通過した前記側方画像に、前記第１の強調レベルと前記第２の強調レベルを
表す情報を付加して表示装置に出力する、請求項１に記載の内視鏡用画像処理装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記前方画像を複数の領域に分割した分割領域ごとに個別に前記第１の
強調レベルを設定可能であると共に、前記側方画像を複数の領域に分割した分割領域ごと
に個別に前記第２の強調レベルを設定可能である、請求項１に記載の内視鏡用画像処理装
置。
【請求項９】
　請求項１に記載の内視鏡用画像処理装置と、
　前記前方領域の光学像を結像する前方観察光学系と、前記側方領域の光学像を結像する
側方観察光学系と、前記前方領域の光学像及び前記側方領域の光学像を撮像する撮像素子
と、からなる内視鏡システムであって、
　前記内視鏡用画像処理装置は、
　前記撮像素子から出力される撮像信号から、前記前方画像と前記側方画像とを分離する
分離部を備え、
　前記分離部により分離された前記前方画像が前記前方画像強調処理部に入力され、前記
側方画像が前記側方画像強調処理部に入力される内視鏡システム。
【請求項１０】
　前記第１の強調処理及び前記第２の強調処理は、画像の明暗若しくは色調の変化率をよ
り強調する構造強調、画像の明暗若しくは色調変化のある部分を太く強調する輪郭強調、
及び、画像の色彩を強調する色彩強調のうちの少なくとも１つであることを特徴とする請
求項９に記載の内視鏡システム。
【請求項１１】
　前記側方画像内における前記第２の強調レベルは、前記前方画像から離れるにつれて画
像強調が強くなるように、設定されていることを特徴とする請求項９に記載の内視鏡シス
テム。
【請求項１２】
　前記前方領域及び前記側方領域に対して照明光を出射する光源をさらに備える請求項９
に記載の内視鏡システム。
【請求項１３】
　請求項１に記載の内視鏡用画像処理装置と、
　前記前方領域の光学像を結像する前方観察光学系と、前記側方領域の光学像を結像する
側方観察光学系と、前記前方領域の光学像を撮像して前記前方画像を生成する第１の撮像
素子と、前記第１の撮像素子とは別体に形成され、前記側方領域の光学像を撮像して前記
側方画像を生成する第２の撮像素子と、を備える内視鏡と、からなる内視鏡システム。
【手続補正書】
【提出日】平成29年9月19日(2017.9.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の一態様の内視鏡用画像処理装置は、被検体内に挿入される挿入部を備えた内視
鏡により、該被検体内の前方領域から取得された前方画像に対して第１の強調処理を施す
前方画像強調処理部と、前記内視鏡により、前記前方領域に対して側方に位置する側方領
域から取得された側方画像に対して第２の強調処理を施す側方画像強調処理部と、を備え
た画像処理部と、前記前方画像強調処理部による前記第１の強調処理の第１の強調レベル
及び前記側方画像強調処理部による前記第２の強調処理の第２の強調レベルを個別に設定
する制御部と、を備え、前記制御部は、前記側方画像内における前記第２の強調レベルを
、前記前方画像から離れるにつれて画像強調が強くなるように設定する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内に挿入される挿入部を備えた内視鏡により、該被検体内の前方領域から取得さ
れた前方画像に対して第１の強調処理を施す前方画像強調処理部と、前記内視鏡により、
前記前方領域に対して側方に位置する側方領域から取得された側方画像に対して第２の強
調処理を施す側方画像強調処理部と、を備えた画像処理部と、
　前記前方画像強調処理部による前記第１の強調処理の第１の強調レベル及び前記側方画
像強調処理部による前記第２の強調処理の第２の強調レベルを個別に設定する制御部と、
　を備え、
　前記制御部は、前記側方画像内における前記第２の強調レベルを、前記前方画像から離
れるにつれて画像強調が強くなるように設定する、内視鏡用画像処理装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記内視鏡による検査における、前記挿入部を抜去しながら観察を行う
シーンであるスクリーニングシーンにおいて、前記挿入部を前記被検体内部の奥に挿入す
る挿入シーンに対して、前記側方画像内における前記第２の強調レベルを、前記前方画像
から離れるにつれて画像強調が強くなるよう、前記第１の強調レベル及び前記第２の強調
レベルを個別に設定する、請求項１に記載の内視鏡用画像処理装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記第２の強調処理が前記第１の強調処理以上の強さの強調レベルにな
るよう、前記第１の強調レベル及び前記第２の強調レベルを設定する、請求項１に記載の
内視鏡用画像処理装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記内視鏡による検査における観察シーンが前記挿入部を抜去しながら
観察を行うシーンであるスクリーニングシーンであるときに、前記側方画像に対する強調
量が前記前方画像に対する強調量よりも相対的に大きくなるように、前記第１の強調レベ
ル及び前記第２の強調レベルを設定する、請求項１に記載の内視鏡用画像処理装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記内視鏡による検査における、前記挿入部を抜去しながら観察を行う
シーンであるスクリーニングシーンと、前記前方画像の拡大観察を行う拡大シーンと、前
記前方画像に捉えられた前記被検体に対して処置を行う処置シーンとに応じて変化するよ
うに、前記第１の強調レベル及び前記第２の強調レベルを個別に設定する、請求項１に記
載の内視鏡用画像処理装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記内視鏡による検査における観察シーンが前記拡大シーン或いは前記
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処置シーンであるときに、前記前方画像に対する強調量が前記側方画像に対する強調量よ
りも相対的に大きくなるように、前記第１の強調レベル及び前記第２の強調レベルを設定
する、請求項５に記載の内視鏡用画像処理装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記内視鏡による検査における観察シーンが前記拡大シーンであるとき
の前記前方画像に対する強調量よりも前記観察シーンが前記処置シーンであるときの前記
前方画像に対する強調量が相対的に小さくなるように、前記第１の強調レベルを設定する
、請求項５に記載の内視鏡用画像処理装置。
【請求項８】
　前記画像処理部は、前記前方画像強調処理部を通過した前記前方画像及び前記側方画像
強調処理部を通過した前記側方画像に、前記内視鏡による検査における観察シーンを表す
情報を付加して表示装置に出力する請求項１に記載の内視鏡用画像処理装置。
【請求項９】
　前記画像処理部は、前記前方画像強調処理部を通過した前記前方画像及び前記側方画像
強調処理部を通過した前記側方画像に、前記第１の強調レベルと前記第２の強調レベルを
表す情報を付加して表示装置に出力する、請求項１に記載の内視鏡用画像処理装置。
【請求項１０】
　前記制御部は、前記前方画像を複数の領域に分割した分割領域ごとに個別に前記第１の
強調レベルを設定可能であると共に、前記側方画像を複数の領域に分割した分割領域ごと
に個別に前記第２の強調レベルを設定可能である、請求項１に記載の内視鏡用画像処理装
置。
【請求項１１】
　請求項１に記載の内視鏡用画像処理装置と、
　前記前方領域の光学像を結像する前方観察光学系と、前記側方領域の光学像を結像する
側方観察光学系と、前記前方領域の光学像及び前記側方領域の光学像を撮像する撮像素子
と、からなる内視鏡システムであって、
　前記内視鏡用画像処理装置は、
　前記撮像素子から出力される撮像信号から、前記前方画像と前記側方画像とを分離する
分離部を備え、
　前記分離部により分離された前記前方画像が前記前方画像強調処理部に入力され、前記
側方画像が前記側方画像強調処理部に入力される内視鏡システム。
【請求項１２】
　前記第１の強調処理及び前記第２の強調処理は、画像の明暗若しくは色調の変化率をよ
り強調する構造強調、画像の明暗若しくは色調変化のある部分を太く強調する輪郭強調、
及び、画像の色彩を強調する色彩強調のうちの少なくとも１つであることを特徴とする請
求項１１に記載の内視鏡システム。
【請求項１３】
　前記前方領域及び前記側方領域に対して照明光を出射する光源をさらに備える請求項１
１に記載の内視鏡システム。
【請求項１４】
　請求項１に記載の内視鏡用画像処理装置と、
　前記前方領域の光学像を結像する前方観察光学系と、前記側方領域の光学像を結像する
側方観察光学系と、前記前方領域の光学像を撮像して前記前方画像を生成する第１の撮像
素子と、前記第１の撮像素子とは別体に形成され、前記側方領域の光学像を撮像して前記
側方画像を生成する第２の撮像素子と、を備える内視鏡と、からなる内視鏡システム。
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